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(((((訂正訂正訂正訂正訂正)))))「「「「「22222000002222222222 年年年年年９９９９９月期月期月期月期月期第第第第第３３３３３四半期決算短四半期決算短四半期決算短四半期決算短四半期決算短信信信信信〔〔〔〔〔IIIIIFFFFFRRRRRSSSSS〕〕〕〕〕（（（（（連連連連連結結結結結）））））」」」」」の一部訂正についての一部訂正についての一部訂正についての一部訂正についての一部訂正について

　当社は、2022年８月12日に開示いたしました「2022 年９月期第３四半期決算短信〔IFRS〕（連

結）」の記載内容について、一部訂正すべき事項がありましたので、下記の通り訂正させていただきま

す。なお、数値データ（XBRL データ）の訂正はありません。

記

　１．訂正の理由

「2022年９月期 第３四半期決算短信〔IFRS〕（連結）」の公表後に、当四半期決算に関する定性的情報の記載に

誤りが判明したため、訂正するものであります。

２．訂正の内容

第３四半期決算短信訂正箇所（訂正箇所は下線を付しております。）

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

（訂正前）

このような状況のもと、当社は、エアトリグループの“リ・スタート”に向けたグループ内の事業ポートフォリ

オの分散および再構築の一環として、前期より各種施策およびコスト削減施策に取り組んでおり、これらの成果が

継続して実現されていることから、既存事業が好調に推移しております。エアトリ旅行事業の海外旅行領域を除く

既存事業は、いずれも好調を継続しており、当初想定を上回る状況となりました。エアトリ旅行事業の国内旅行領

域に関しては回復傾向にあり、まん延防止等重点措置や緊急事態宣言等の影響が一部あるものの、想定を上回る状

況となっています。また、その他の事業領域についても、当期より新たに開始したヘルスケア事業におけるPCR検査

等、コロナ禍における新たな需要獲得等により、総じて好調となりました。

このような環境の中、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上収益は8,545百万円、営業利益1,743百万

円、税引前四半期利益1,575百万円、親会社の所有者に帰属する四半期利益は1,273百万円となりました。

（省略）

１．エアトリ旅行事業

　当社は創業当時からオンラインに特化した旅行会社として、お客様へ便利なサービスを提供してまいりまし

た。３つの強みである「仕入れ力」「多様な販路」「システム開発力」を主軸として、以下のサービスを展開して

おります。

①BtoCサービス（自社直営）分野

　



　当社は業界最大規模の国内航空券取扱と各航空会社、東日本旅客鉄道との提携等で、強い競争力を実現してい

ます。国内・海外旅行コンテンツを簡単に比較・予約出来るサイト「エアトリ」を運営しております。サイトの使

いやすさに一層こだわりお客様に最適な旅の選択肢を届けます。

②BtoBtoCサービス（旅行コンテンツ OEM提供）分野

　国内航空券・旅行、海外航空券・ホテル商材を、他社媒体様へ旅行コンテンツとして提供をさせていただいて

おります。コンテンツのラインナップを増やし、媒体ユーザー様の顧客満足度向上の一助となっております。

③ビジネストラベルマネジメント（BTM）

「エアトリBTM」において、日常業務の出張に関するチケット手配、効率的な管理業務システムを展開してお

り、ご出張のニーズがある企業様へ無料でシステムをご提供しております、直接コスト+間接コスト削減を実現して

おります。

（省略）

①訪日旅行客向けWi-Fiレンタル

　エアトリの子会社である株式会社インバウンドプラットフォームにおいて、訪日旅行客向けのWi-Fiルーターレ

ンタルサービスを展開。レンタル実績は200,000件を超え、長年の信頼と口コミでブランドを確立しております。キ

ャンピングカーのレンタルと併せ、インバウンド需要に対するサービス拡大を図ります。

（省略）

３．メディア事業

　「エアトリ」を通じて蓄積してきた様々な旅行関連サービスのノウハウを生かし、お客様の生活のあらゆるシ

ーンをより便利にすることを目的として、以下の事業を展開しております。

①メルマガ・WEBメディア

　「伝えたいことを、知りたい人に」の理念とする当社子会社である株式会社まぐまぐと連携し、世界中からク

リエイター等のコンテンツを集め、その情報に価値を感じる人の手元に届ける仕組みを開発・提供しています。無

料・有料メールマガジン配信サービスの「まぐまぐ！」をはじめ、記事単位で購読できる「mine」。また、コンテ

ンツを発掘し、数多くの知りたい人に届けることができるWEBメディア「MAG2 NEWS」「MONEY VOICE」「TRiP

EDiTOR」「by them」の運営を行なっています。

②スーツケース販売・レンタル

スーツケースをはじめとする、常に高品質で使いやすく耐久性のあるトラベル関連用品のレンタル及び販売を

行っており、大手小売店や量販店への自社製品の提供、EC展開、OEM展開等も行っております。

（省略）

（訂正後）

　このような状況のもと、当社は、エアトリグループの“リ・スタート”に向けたグループ内の事業ポートフォ

リオの分散および再構築の一環として、前々期より各種施策およびコスト削減施策に取り組んでおり、これらの成

果が継続して実現されていることから、既存事業が好調に推移しております。

当第３四半期連結累計期間における売上収益では、旅行需要回復による増収がありましたが、事業ポートフォリ

オの分散及び再構築の一環として取り組んだ子会社の連結除外による減収の影響を受けております。オンライン旅

行事業では前年同期比39.3%減の7,724百万円となり、ITオフショア開発事業では前年同期比61.1%減の423百万円と

なりました。他方、投資事業においては、当社IPO案件の出資先の新規上場に伴う当該株式の譲渡により、前年同期

　



比3.5％増の396百万円となりました。以上より、当期における売上収益は、前年同期比39.8%減の8,545百万円とな

りました。

当第３四半期連結累計期間における営業利益では、旅行需要回復による粗利益の増加や、事業ポートフォリオの

分散及び再構築の一環として取り組んだコスト削減策等の施策による増益効果がありましたが、前第３四半期連結

累計期間において子会社の支配喪失に伴う利益など一時的な利益が計上されていたことの反動による影響を受けて

おります。オンライン旅行事業では前年同期比655百万円減の営業利益1,505百万円、ITオフショア開発事業では前

年同期比178百万円減の営業利益424百万円、投資事業では前年同期比467百万円減の営業利益441百万円となりまし

た。以上より、当期における営業利益は、前年同期比43.2%減の1,743百万円となりました。

（省略）

１．エアトリ旅行事業

　当社は創業当時からオンラインに特化した旅行会社として、お客様へ便利なサービスを提供してまいりまし

た。３つの強みである「仕入れ力」「多様な販路」「システム開発力」を主軸として、以下のサービスを展開して

おります。

①BtoCサービス（自社直営）分野

　当社は業界最大規模の国内航空券取扱と各航空会社、東日本旅客鉄道との提携等で、強い競争力を実現してい

ます。国内・海外旅行コンテンツを簡単に比較・予約出来るサイト「エアトリ」を運営しております。サイトの使

いやすさに一層こだわりお客様に最適な旅の選択肢を届けます。

②BtoBtoCサービス（旅行コンテンツ OEM提供）分野

　国内航空券・旅行、海外航空券・ホテル商材を、他社媒体様へ旅行コンテンツとして提供をさせていただいて

おります。コンテンツのラインナップを増やし、媒体ユーザー様の顧客満足度向上の一助となっております。

（省略）

①訪日旅行客向けWi-Fiレンタル

　エアトリの子会社である株式会社インバウンドプラットフォームにおいて、訪日旅行客向けのWi-Fiルーターレ

ンタルサービスを展開。レンタル実績は330,000件を超え、長年の信頼と口コミでブランドを確立しております。キ

ャンピングカーのレンタルと併せ、インバウンド需要に対するサービス拡大を図ります。

（省略）

３．メディア事業

　「伝えたいことを、知りたい人に」の理念とする当社子会社である株式会社まぐまぐと連携し、世界中からク

リエイター等のコンテンツを集め、その情報に価値を感じる人の手元に届ける仕組みを開発・提供しています。無

料・有料メールマガジン配信サービスの「まぐまぐ！」をはじめ、記事単位で購読できる「mine」。また、コンテ

ンツを発掘し、数多くの知りたい人に届けることができるWEBメディア「MAG2 NEWS」「MONEY VOICE」「TRiP

EDiTOR」「by them」の運営を行なっています。

（省略）

以 上

　


